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。
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い
ち
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お
畜
産
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社
長
で
あ
る
父

　

令
和

　

令
和
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1010
月月
66
日
か
ら

日
か
ら
1010
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に
か

日
に
か

け
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
た

け
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鹿
児
島
県
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
た

第第
1212
回
全
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牛
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共
進
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回
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和
牛
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進
会
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若
雌
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（
種
牛
の
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で
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種
牛
の
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で
1717
ヵ
月
齢
以
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ヵ
月
齢
以
上

2020
ヵ
月
齢
未
満
の
雌
牛
）
に
『
ぎ
お
ん

ヵ
月
齢
未
満
の
雌
牛
）
に
『
ぎ
お
ん

号
』
を
出
品
し
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ご
と
京
都
府
初
の

号
』
を
出
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ご
と
京
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府
初
の

優
等
賞
に
輝
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た
㈱
い
ち
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畜
産
の
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等
賞
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輝
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い
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が
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産
の

大
江
健
人
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を
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材
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し
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。
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健
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さ
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全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は

　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
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55
年
に
一

年
に
一

度
、
全
国
か
ら
優
秀
な
黒
毛
和
牛
を
一

度
、
全
国
か
ら
優
秀
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黒
毛
和
牛
を
一

堂
に
集
め
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改
良
の
成
果
や
そ
の
優
秀

堂
に
集
め
、
改
良
の
成
果
や
そ
の
優
秀
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を
競
う
大
会
で
す
。
そ
の
た
め
「
和

性
を
競
う
大
会
で
す
。
そ
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の
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ピ
ッ
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と
も
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牛
の
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れ
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す
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ま
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。

　
そ
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大
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大
会
に
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会
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、
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し
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と
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、
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を
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こ
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を
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の
度
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し
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。
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さ
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は
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」（（
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府

の
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は
「
若
百
合
号
」（（
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児
島
県
鹿
屋
市
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で
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肉

種
畜
場
（
鹿
児
島
県
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で
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肉

重
量
、
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面
積
、
脂
肪
交
雑
が

重
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積
、
脂
肪
交
雑
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レ
ベ
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安
定
し
て
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全
国
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い
レ
ベ
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安
定
し
て
い
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人
気
の
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牛
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。
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畜
産
を
立
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上
げ
た
父
の

　

い
ち
が
お
畜
産
を
立
ち
上
げ
た
父
の

背
中
を
見
て
育
ち
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子
ど
も
の
こ
ろ
か

背
中
を
見
て
育
ち
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
自
分
も
こ
の
地
で
牛
と
と
も
に
働
く

ら
自
分
も
こ
の
地
で
牛
と
と
も
に
働
く

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
卒
業

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
卒
業

元気な子牛が、パドックで日なたぼっこしています。

株式会社いちがお畜産株式会社いちがお畜産

大大
お お えお お え

江江　　健健
た け ひ とた け ひ と

人人さんさん ～丹後町矢畑～～丹後町矢畑～
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全国農業新聞を購読してみませんか？
　全国農業新聞は公的代表機関である農業委員会系統組織
が発行する週刊の農業総合専門紙です。「週刊」ということか
ら日々の報道には限界がありますが、むしろ週刊の時間を活かし、
大切な情報をわかりやすくまとめています。
　また、多くの読者の皆様に満足して頂けるよう、家族全員が
楽しめる記事も充実しています。さらに、全国４７都道府県にあ
る支局の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地
域独自のイベント情報などの提供に努めています。

購読の申込みは京丹後市農業委員会へお気軽に連絡ください。

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS
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仕
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仕
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っ
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も
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、
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な
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、
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産
が
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な
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が
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に
連

な
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。
今
後
は
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こ
に
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け

な
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て
い
ま
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。
今
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は
そ
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に
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け

な
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う
に
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に
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の
順
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を
目

な
い
よ
う
に
、
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ら
に
上
の
順
位
を
目
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し
ま
す
。
た
だ
、
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以
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の
こ
と

指
し
ま
す
。
た
だ
、
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以
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の
こ
と
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お
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よ
う
に
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ろ
そ
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よ
う
に
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こ
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と
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京
都
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は
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や
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な
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も

　

京
都
府
は
九
州
や
北
海
道
な
ど
は
も

と
よ
り
、
近
隣
の
県
に
比
べ
て
市
場
も

と
よ
り
、
近
隣
の
県
に
比
べ
て
市
場
も

小
さ
い
し
畜
産
農
家
も
減
っ
て
き
て
い

小
さ
い
し
畜
産
農
家
も
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
自
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が
ん
ば
る
」
こ
と
で

ま
す
。
自
分
が
「
が
ん
ば
る
」
こ
と
で

市
場
を
元
気
づ
け
、
畜
産
業
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も
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り

市
場
を
元
気
づ
け
、
畜
産
業
界
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行
き
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い
と
思
っ
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い
ま
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上
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て
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き
た
い
と
思
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い
ま
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。

　

ま
た
自
分
も
そ
う
で
し
た
が
、
私
の

　

ま
た
自
分
も
そ
う
で
し
た
が
、
私
の

背
中
を
見
て
、
で
き
れ
ば
二
人
の
娘
に

背
中
を
見
て
、
で
き
れ
ば
二
人
の
娘
に

も
こ
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

も
こ
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
魅
力
あ
る
経
営
を
目
指
し
て

る
よ
う
、
魅
力
あ
る
経
営
を
目
指
し
て

行
き
た
い
で
す
。

行
き
た
い
で
す
。

取　

材
／
日
方　

洋　

委
員

取　

材
／
日
方　

洋　

委
員

【取材風景：日方農業委員（左）と大江さん（右）】
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農業予算や施策に反映していただくよう
意見書を提出しました。
　農業委員会は、令和４年10月 20日、中山市長に「農
地等の利用の最適化の推進に関する施策についての意
見書」を提出しました。意見書は、「農業者と非農業者
が『地域の発展と環境の保全』という目標で協働する。」
ことをテーマとして、農業がおかれている課題解決に
向けて、5年後、10年後を見据えた施策を推進してい
ただくよう提出しています。

　

農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能

は
、食
料
の
安
定
供
給
、国
土

保
全
、水
資
源
の
涵
養
、大
気

浄
化
、温
暖
化
抑
制
な
ど
の
環

境
保
全
や
景
観
形
成
、生
物
多

様
性
の
保
全
、社
会
的･

文
化

的
価
値
の
継
承
な
ど
に
も
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、農
業
者
の

高
齢
化
、担
い
手
不
足
等
に
よ

り
、農
業
者
だ
け
で
農
道
や
用

排
水
路
の
維
持
管
理
が
困
難

な
状
況
に
あ
り
、優
良
な
農
地

が
遊
休
化
す
る
一
因
と
な
っ

て
い
る
。

　

日
本
の
集
落
は
農
村
を
基

本
と
し
て
発
展
し
て
き
た
も

の
で
あ
り
、地
域
を
活
性
化
す

る
た
め
に
は
農
業
振
興
を
抜

き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

農
業
者
と
非
農
業
者
が「
地

域
の
発
展
と
環
境
の
保
全
」と

い
う
目
標
で
協
働
し
、ま
ち
づ

く
り
を
含
め
た
営
農
環
境
及

び
地
域
環
境
を
守
る
仕
組
み

作
り
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か

ら
、農
業
者
と
地
域
が
協
働
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
。

（1） 

地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
協
議

　  

の
場
の
設
定

　

京
力
農
場
プ
ラ
ン
を
基
に
、
地

域
計
画
の
策
定
エ
リ
ア
及
び
計
画

策
定
に
携
わ
る
関
係
者
・
機
関
の

選
定
を
行
い
、
早
急
に
策
定
に
向

け
た
協
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
。

（2） �

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
施
策
と

農
業
者
と
の
連
携

　

市
が
推
進
し
て
い
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
施
策
と
合
わ
せ

て
、
農
業
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
農
業
者
の
意
見
を
聴
取
す
る

場
を
設
け
る
こ
と
。

（3） 

各
地
区（
集
落
）へ
の
大
型
草
刈
り

　  

機
等
の
貸
与

　

市
道
及
び
準
用
河
川
や
通
学

路
な
ど
は
、
市
が
管
理
を
行
う

も
の
で
あ
る
が
、
農
地
に
隣
接
し

て
い
る
部
分
は
農
業
者
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
大
型
（
自
走
式
）
草
刈
り

機
や
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
等
の
機
械

を
、
各
地
区
（
集
落
）
に
貸
与
す

る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業

を
し
て
い
る
農
業
者
の
支
援
を
検

討
す
る
こ
と
。

（4） �

京
丹
後
市
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

の
促
進
に
関
す
る
基
本
構
想
の
改
訂

 

１
．
地
域
と
協
働
し
た

　
　

 

営
農
環
境
の
維
持

　

農
業
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

は
、
市
内
全
地
域
で
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
農
業
の
将
来
を
担
う
若

手
農
業
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
対
し
て

援
助
を
行
い
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

を
支
援
す
る
こ
と
。

 

2
．農
業
者
グ
ル
ー
プ
活
動

へ
の
支
援

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
に
よ
る
資

材
不
足
、
円
安
の
影
響
な
ど
に
よ
る
物

価
上
昇
の
た
め
、
農
業
用
資
材
や
燃
油

が
高
騰
し
、
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
。

　

市
に
お
い
て
は
、
農
業
用
資
材
や
燃

油
高
騰
に
対
し
て
補
助
金
制
度
を
新
設

す
る
な
ど
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
経

済
状
況
の
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
支
援
を
す
る
こ
と
。

 

3
．�補
助
金
制
度
の
拡
充
と
申
請

窓
口
の
明
確
化

【中山市長（左）に意見書を手渡す梅田会長（真
ん中）と瀬戸職務代理（右）】

　

現
在
の
農
業
課
題
等
を
、
京

丹
後
市
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の

促
進
に
関
す
る
基
本
構
想
（
平
成

２
６
年
１
０
月
改
訂
）
に
反
映
さ

せ
、「
地
域
と
協
働
し
た
営
農
環

境
の
維
持
」
と
い
う
活
動
を
盛
り

込
む
こ
と
。
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お願い 農地パトロールを実施しました！農地パトロールを実施しました！
　８月 26日、農業委員・農地利用最適化推進委員による市内の一斉　８月 26日、農業委員・農地利用最適化推進委員による市内の一斉
農地パトロールを行いました。このパトロールでは農地転用や形状変農地パトロールを行いました。このパトロールでは農地転用や形状変
更などの申請案件が計画通りで適正に利用されているか、違反転用が更などの申請案件が計画通りで適正に利用されているか、違反転用が
行われていないかなどを確認しました。他にも、丹後町宇川地区や久行われていないかなどを確認しました。他にも、丹後町宇川地区や久
美浜町平田地区で府営ほ場整備を行っているほ場の現地等も確認しま美浜町平田地区で府営ほ場整備を行っているほ場の現地等も確認しま
した。した。
　農業委員会では、今後も適正な農地の権利移動や利用がされるよう、　農業委員会では、今後も適正な農地の権利移動や利用がされるよう、
引き続き農地パトロールを行います。皆様のご協力をお願いします。引き続き農地パトロールを行います。皆様のご協力をお願いします。

（1） �

補
助
金
制
度
が
複
雑

で
あ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
簡
易
に
申
請
で

き
る
よ
う
改
善
す
る

こ
と
。
ま
た
、
農
業
者

が
相
談
し
や
す
い
よ

う
、
相
談
窓
口
を
明
確

に
す
る
こ
と
。

（2） �

各
市
民
局
で
申
請
相

談
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
担
当
課
と
市
民
局

の
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
。

（1） �

施
設
の
老
朽
化
対
策

に
対
し
て
支
援
を
行

う
こ
と
。

（2） �

国
営
農
地
小
作
料
負

担
が
営
農
者
の
経
営

を
圧
迫
し
、
新
規
就
農

者
の
就
農
へ
の
ハ
ー

ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、

小
作
料
の
値
下
げ
要

望
が
多
く
あ
る
。
小
作

料
見
直
し
に
対
し
、
市

も
率
先
し
て
助
言
、
指

導
を
行
う
こ
と
。

　

当
市
に
は
、
約
８
２
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
い
う
全
国
有
数

の
国
営
開
発
農
地
が
あ
る

が
、
整
備
か
ら
年
月
が
経
ち
、

施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
と
な

り
、
各
国
営
団
地
で
は
維
持

管
理
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
市
も
引
き
続
き
支
援
を

行
う
こ
と
。

 

4
．�丹
後
国
営
開
発
農
地

の
課
題

　

獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
防
護
柵
の

設
置
に
地
元
負
担
が
不
要
と

な
り
、
防
護
柵
の
設
置
が
進

ん
で
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
被

害
は
減
っ
て
い
な
い
。
引
き

続
き
継
続
的
な
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
。

　

業
務
が
多
様
化
・
複
雑
化

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
職
員
数
は
減
少
し
て
お

り
、
職
場
環
境
の
改
善
を
継

続
し
て
行
う
こ
と
。

 

5
．獣
害
対
策
の
拡
充

 

6
．実
施
体
制（
職
場
環
境
）

（1） �

補
助
金
等
の
支
援
は

あ
っ
て
も
、
地
域
の
環

境
を
守
る
人
材
が
不

足
し
て
い
る
。
防
護
柵

の
設
置
に
対
す
る
人

的
な
支
援
の
検
討
を

す
る
こ
と
。

（2） �

狩
猟
免
許
取
得
者
を

増
や
す
た
め
、
免
許
取

お願い 遊休農地の利用意向調査を行っています。遊休農地の利用意向調査を行っています。
　農業委員会では、例年行っている市内の全農地利用状況調査を８月初めから実施　農業委員会では、例年行っている市内の全農地利用状況調査を８月初めから実施
し、現地確認の結果、遊休農地と判断した農地について、今後の農地の利用についし、現地確認の結果、遊休農地と判断した農地について、今後の農地の利用につい
て意向調査を行っています。農地利用最適化推進委員が調査票を持って対象農地のて意向調査を行っています。農地利用最適化推進委員が調査票を持って対象農地の
所有者（利用権設定者）を訪問し、意向を伺わせていただきますので、協力をお願所有者（利用権設定者）を訪問し、意向を伺わせていただきますので、協力をお願
いします。いします。
　なお、今後につきましても、調査等、必要に応じて農地等に立ち入ることがあり　なお、今後につきましても、調査等、必要に応じて農地等に立ち入ることがあり
ます。皆さま方のご理解、ご協力をお願いします。ます。皆さま方のご理解、ご協力をお願いします。

（1） �

職
員
を
増
員
し
、
農
業

支
援
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
。

（2） �

専
門
的
な
農
業
課
題

に
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
農
業
技
術
者

協
議
会
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
こ
と
。

宇川地区のほ場整備地を確認する委員

得
の
補
助
を
拡
充
す

る
こ
と
。

（3） �

小
動
物
に
よ
る
被
害

が
増
加
し
て
い
る
。
捕

獲
檻
の
貸
与
事
業
の

拡
充
を
す
る
こ
と
。



1  田（水稲）の部

２  畑の部（国営農地含）

平 均 額 最 高 額 最 低 額 使用貸借筆数賃貸借筆数

峰山町

大宮町

網野町

丹後町

弥栄町

久美浜町

6,200

5,700

8,700

6,800

9,400

7,500

7,100

11,400

7,300

17,600

9,600

12,800

25,000

1,500

1,700

3,000

3,200

6,500

2,800

111

96

111

18

11

135

482

14

1,185

26

10

990

918

3,143（参考）
京丹後市平均

締結（公告）された
地　域　名

平 均 額 最 高 額 最 低 額 賃貸借筆数 使用貸借筆数

峰山町

大宮町

網野町

丹後町

弥栄町

久美浜町

15,000

9,800

13,300

15,000

15,000

23,600

18,000

15,000

10,000

29,000

15,000

15,000

25,000

15,000

2,300

7,200

15,000

15,000

4,000

10

104

37

2

102

269

524

1

86

9

0

4

19

119（参考）
京丹後市平均

締結（公告）された
地　域　名

※　農業委員会では、契約中で終期を迎える利用権の設定に係る終期通知書を耕作者に送付しています。
　　お手元に通知書が届きましたら、引き続き利用権設定の更新手続きをお願いします。
　　また、契約をされずに耕作されている農地がありましたら、利用権の設定をされるよう手続きをお願いします。

　令和３年１月から令和３年１２月までに締結（公告）された賃借権における賃借料水
準（１０a当たり）は、以下のとおりとなっております。
　この賃借料情報はあくまで目安です。貸し手と借り手が十分に話し合い、お互いが
納得できる額で設定してください。
　また、使用貸借権（年貢なし）の筆数も掲載しています。

利用権設定利用権設定におけるにおける賃借料賃借料ののお知らせお知らせ利用権設定における賃借料のお知らせ

（単位：円）

（単位：円）

情
報
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今
年
の
７
月
に
、地
域
の
推
薦

今
年
の
７
月
に
、地
域
の
推
薦

に
よ
り
、農
業
委
員
を
さ
せ
て
い

に
よ
り
、農
業
委
員
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。委

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。委

員
と
し
て
の
知
識
も
な
く
、諸
先

員
と
し
て
の
知
識
も
な
く
、諸
先

輩
方
に
教
え
を
乞
い
な
が
ら
や
っ

輩
方
に
教
え
を
乞
い
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
家
は
、現
在
、所
有
・
借
入

　

私
の
家
は
、現
在
、所
有
・
借
入

農
地
含
め
て
約

農
地
含
め
て
約
1616
ｈ
ａ
の
水
田
で

ｈ
ａ
の
水
田
で

水
稲
を
中
心
に
家
族
三
人
で
農
業

水
稲
を
中
心
に
家
族
三
人
で
農
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。

を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
小
学
校
の
低
学
年
の
頃

　

私
が
小
学
校
の
低
学
年
の
頃

は
、刈
り
取
っ
た
稲
の
束
を
運
び
、

は
、刈
り
取
っ
た
稲
の
束
を
運
び
、

稲
木
掛
け
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と

稲
木
掛
け
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。そ
の
頃
は
、

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。そ
の
頃
は
、

地
域
の
７
割
以
上
が
農
業
に
携

地
域
の
７
割
以
上
が
農
業
に
携

わ
り
、そ
の
家
族
全
員
で
農
地
を

わ
り
、そ
の
家
族
全
員
で
農
地
を

守
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

守
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
、機
械
化
が
進
み
、田

　

今
日
で
は
、機
械
化
が
進
み
、田

植
え
、稲
刈
り
と
も
に
、一
反
当
た

植
え
、稲
刈
り
と
も
に
、一
反
当
た

りり
3030
分
も
あ
れ
ば
で
き
る
時
代
に

分
も
あ
れ
ば
で
き
る
時
代
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、私
の

な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、私
の

住
ん
で
い
る
河
辺
地
区
も

住
ん
で
い
る
河
辺
地
区
も
1010
戸
足
戸
足

ら
ず
の
農
家
で
耕
作

ら
ず
の
農
家
で
耕
作

し
、年
齢
も
高
齢

し
、年
齢
も
高
齢

化
す
る
な
か
、

化
す
る
な
か
、

以
前
か
ら
取
り

以
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
多

組
ん
で
い
る
多

面
的
機
能
支
払

面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
な

交
付
金
事
業
な

ど
を
有
効
に
活
用

ど
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、農
家
・
非
農

し
な
が
ら
、農
家
・
非
農

家
で
協
力
し
合
い
、農
地
の
維
持

家
で
協
力
し
合
い
、農
地
の
維
持

管
理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

管
理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、将
来
、農
地
を
守
っ
て
い

　

ま
た
、将
来
、農
地
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、私
は
、『
若
い
農
業
者

く
た
め
に
、私
は
、『
若
い
農
業
者

を
育
て
る
』こ
と
が
、農
業
委
員
と

を
育
て
る
』こ
と
が
、農
業
委
員
と

し
て
の
第
一
の
仕
事
だ
と
考
え
て

し
て
の
第
一
の
仕
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

近
頃
、だ
ん
だ
ん
と
農
地
が
宅

　

近
頃
、だ
ん
だ
ん
と
農
地
が
宅

『「
農
地
を
守
る
」と
い
う
こ
と
』

『「
農
地
を
守
る
」と
い
う
こ
と
』

農
業
委
員

農
業
委
員

水水み

な

せ

み

な

せ

無
瀬
無
瀬
　　
宏宏ひ

ろ
む

ひ
ろ
む

宮尾敏治農業委員

新しい農業委員が
　　　　　任命されました。
新しい農業委員が
　　　　　任命されました。
　10月20日、農業委員に、宮尾敏治委員が京丹後市長から
任命されました。主に弥栄町の吉澤、芋野、堤、溝谷、外村、等
楽寺及び野間地区を担当します。
　宮尾委員の就任により欠員が解消され、今後は農業委員
19名、農地利用最適化推進委員32名で活動を行っていきま
す。

地
化
さ
れ

地
化
さ
れ

消
え
て
い
く
中
で
、子
ど

消
え
て
い
く
中
で
、子
ど

も
の
頃
、母
や
兄
弟
と
一
緒
に

も
の
頃
、母
や
兄
弟
と
一
緒
に

ホ
タ
ル
を
取
り
に
行
っ
た
水

ホ
タ
ル
を
取
り
に
行
っ
た
水

が
き
れ
い
で
緑
豊
か
な
自
然
・

が
き
れ
い
で
緑
豊
か
な
自
然
・

里
山
を
守
っ
て
い
け
た
ら
と

里
山
を
守
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

（
担
当
地
区
／
大
宮
町
五
十
河・新
宮・延
利・久
住・明
田・周
枳・河
辺
）

（
担
当
地
区
／
大
宮
町
五
十
河・新
宮・延
利・久
住・明
田・周
枳・河
辺
）
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農業従事者なら広く加入できます
（20歳以上65歳未満、国民年金第1号被保険者、年間60日以上農業に従事）

積立方式の確定拠出型年金です
（加入者・受給者数の増減に左右されない、安定した制度です）

終身年金であり、年金は生涯受給できます終身年金であり、年金は生涯受給できます
80歳までにお亡くなりになった場合には、死亡一時金をお支払いします。80歳までにお亡くなりになった場合には、死亡一時金をお支払いします。

公的年金であるため、税制面で大きな優遇措置があります公的年金であるため、税制面で大きな優遇措置があります
支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象になり、所得税・住民税等の節税になります。支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象になり、所得税・住民税等の節税になります。

通常加入なら、保険料の額は自由に選べ、いつでも見直しできます通常加入なら、保険料の額は自由に選べ、いつでも見直しできます
月額2万円から6万7千円まで、千円単位で選択できます。月額2万円から6万7千円まで、千円単位で選択できます。

政策支援加入なら、保険料の国庫補助があります
（一定の要件を満たした担い手【認定農業者・認定就農者等】は、保険料の補助が受けられます）

ししままししょょうう
加入

終身年金であり、年金は生涯受給できます
（80歳までにお亡くなりになった場合には、死亡一時金をお支払いします）

公的年金であるため、税制面で大きな優遇措置があります
（支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象になり、所得税・住民税等の節税になります）

通常加入なら、保険料の額は自由に選べ、いつでも見直しできます
（月額2万円から6万7千円まで、千円単位で選択できます）

農業者年金CM動画ページ

農業者年金に
しましょう

　

令
和
４
年
10
月
16
日　

峰
山
町

五
箇
の
山
崎
地
区
に
お
い
て
、
コ

ス
モ
ス
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
は
約

１
０
０
ア
ー
ル
の
畑
全
面
に
コ

ス
モ
ス
を
植
え
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
コ
ス
モ
ス
を
40
ア
ー
ル

で
、残
り
は
蕎そ

ば麦
を
撒
き
ま
し
た
。

　

コ
ス
モ
ス
祭
り
は
五
箇
環
境
保
全

会
が
主
催
と
な
り
、五
箇
区
と
中
山
間

保
全
会
の
協
賛
を
い
た
だ
き
平
成
20

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。畑
の
管
理

は
五
箇
環
境
保
全
会
と
中
山
間
保
全
会

で
耕
起
、種
ま
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
前
は
う
ど
ん
、し
し
鍋
、

お
に
ぎ
り
を
無
料
配
布（
経
費
は

五
箇
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
）
し
、
ば
ら
寿
司
を
１
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
現
地
で
の
飲
食
を
自

粛
し
て
、
お
に
ぎ
り
、
お
茶
、
カ
ッ

プ
麵
の
配
布
と
な
り
ま
し
た
が
、

五
箇
地
域
を
盛
り
上
げ
る
行
事
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
10
月
中

旬
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
箇
環
境
保
全
会

（
写
真
は
令
和
元
年
開
催
の
様
子
）

コ
ス
モ
ス
祭
り


